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上越市都市計画マスタープラン
 

 

 

 

 

ここでは、上越市が目指す将来都市像によってどのような市民生活の実現を目指している

のか、上越市で暮らす人々やこれから移住を考えている人々の様々な生活のワンシーンを想

定し、その一部を例として将来のイメージを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登場人物 

子子育育ててをを終終ええたた
老老夫夫婦婦  

○上越市に住んで30年。
○子育てを終えて仕事も

リタイアを迎えた。 
○２人で活発に第 2 の人

生を送っている。 

市市内内へへのの居居住住をを
考考ええるる若若いい夫夫婦婦  

○隣接市で暮らしている
が、上越市内への居住
を検討している。 

○結婚２年目を迎え、今
後の子育て生活が一番
の関心事。 

娘娘夫夫婦婦とと同同居居
すするる高高齢齢者者  

○リタイアして 10 年近
くたち、運転には不安
がある。 

○健康づくりや趣味の囲
碁などを楽しみ、充実
した生活を送る。 

受受験験生生のの子子をを持持つつ
家家庭庭のの父父親親  

○高校受験を控えた息子
を持ち、家庭を大切に
している父親。 

○元々運動が大好きだ
が、近頃は少しメタボ
気味。 

一一人人暮暮ららししのの
おおばばああちちゃゃんん  

○豊かな自然が身近にあ
るのんびりとした暮ら
しが好き。 

○まちなかには息子家族
が暮らし、たまに孫と
会うのが生きがい。

AA

BB 

DD

ＣＣ

FF 

上越市が目指す将来の暮らしの姿のイメージ  コラム 

３ 

○農業を家業として中山
間地域で暮らしてい
る。 

○最近は足腰が弱ってき
て山での暮らしに不安
を感じている。 

ＥＥ

一一人人暮暮ららししのの
おおじじいいちちゃゃんん  
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現 状 

上越市が目指す将来の暮らしの姿のイメージ  コラム 

3 

ま
ち
の
す
が

た

オフィス
空き家

空き家

空き店舗

空き地

総合事務所

保育園

児童館

デイサービス

スーパー

ラーメン店

ホームセンター

運動公園

塾

高校診療所

花屋

中心市街地のにぎわ
いや利便性が低下

都市拠点生活拠点

地域拠点

公園
総合事務所

中山間地域

田園地域

CAFE

カフェ

高校

病院

住宅地には施設が少なく、市街地
や郊外を行ったり来たりして不便

郊外

空き店舗

スーパー

＜都市拠点＞

住
民
の
声

駅前に住む親が家を譲ってくれると言うけれど、道は狭いしまちは古いし魅力を感じない・・・。
それなら車が使いやすい郊外に住もうかな・・・。

都市拠点

＜地域拠点＞

郊外

子育てを終えた
老夫婦

Ａ

市内への居住を
考える若い夫婦

Ｂ

都市拠点地域拠点

オフィス

郊外

スーパー

通勤に、こどもの習い事の送り迎え、買い物など、車で行ったり来たりで疲れるな・・・。
車がないと不便だし・・・。施設がまとまってあったらいいのにな・・・。

塾

CAFE
カフェ

高校

都市拠点

受験生の子を

持つ家庭の父親Ｃ

昔は駅前にお店がたくさんあって、便利でにぎやかだった。今では空き店舗が増えて、
車で郊外まで買い物に行かなくてはならない。不便だな。




